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「イベント・キャンペーン告知CM」
6/6 「チョッと！いいタイム」 7/21 「ただいま！テレビ」5/31 「ただいま！テレビ」

まる子のきれいな海でおもてなし大作戦

しずおか海洋ごみゼロ対策プロジェクト実行委員会

その他：TV9本放送

今までは「海洋ごみを削減しよう」「海を守ろう」といった大きな目標に対して県民に訴求してきたが、これからはそのための一つ一つの課題
について解決していく動きをしたいと考える。2023年度は「自動販売機横の回収BOX異物混入率減少」を目標に掲げて活動していく。
回収BOXがあふれてしまうと、陸から川、そして海に流れ海洋ごみとなってしまう。その意識を植え付けるために、ちびまる子ちゃんに引き
続きPR大使として活動してもらい、ちびまる子ちゃんの仲間たちも活用しながら静岡オリジナルとしての活動を行っていく。

2023年度の課題とこれからの展望

■まる子の課外授業
＜課題・背景＞
海を守るためにどんな活動をするのか、聞いた際
アイディアに偏りがある。

・概要：まる子のオリジナルノートを配布し、授業
を実施。海洋問題を学ぶと共に静岡県内の良い
活動を紹介し、自分事化する際の手助けにする。
・目的：自分事化する際の手助けやイメージをわ
きやすくする。
・場所：静岡市内の小学校や他施設
・連携先：静岡市ごみ減量推進課
・効果：ノートにまる子が登場することでわくわくと
した気持ちでノートを開いてくれる。また、当日の
授業だけで終わるのではなく、「今日から自分にで
きること」（ペットボトルをペットボトル回収機に入
れる・エコバックを持つ・使い捨てスプーンをもらわ
ない など）を一つ決めてもらうことで、継続して
海洋ごみ削減の活動を行っていく。

＜静岡の“海洋ごみ削減”といえば「ちびまる子ちゃん」＞

静岡県民は海があることが当たり前で、あまり海にありがたさを感じておらず、海岸清掃や海ごみ削減もどこか他人事に

感じている節があった。そのため、「きれいな海でおもてなし大作戦」という目標を掲げ、自分たちだけでなく、観光客のた

めにも海をきれいにしようと呼びかけてきた。今年度は事業を老若男女問わず幅広い層に認知してもらい、参加してもら

うために昨年よりPR大使となった静岡を代表する国民的人気アニメ「ちびまる子ちゃん」をイベントに帯同させて、より一

層の認知拡大を図った。親子で参加できるイベントにすることで子どもだけではなく、親世代にも「海洋ごみ」についての

知識や意識を向上させる取り組みを行った。

■まる子のしずおかクリーンバトル
＜課題・背景＞
ごみ拾いに対するイメージの刷新を図る

■ちびまるまる子ちゃん
「しずおか海洋ごみゼロPR大使」を継続
＜課題・背景＞
昨年度に続きさらなる認知拡大を図るため

・概要：静岡県内東・中・西部で拾ったごみの量
を競う大会を実施。まる子も一緒に参加し、思い
出に刻み込む。
・目的：ポジティブなごみ拾いの場を作り、ごみを
拾う人、捨てない人を増やしていく。
・場所：御前崎・焼津・沼津
・連携先：外部の団体など
・効果：今までは高校生のみのイベントだったが、
一番熱中して取り組んでいるのは小学生で、優
勝を目指して次回も参加したいと話してくれている。
2回実施し約40kgのごみを集めることができた。

・概要：ちびまる子ちゃんが海ごみ削減について
やイベント参加を呼びかけるCMを制作放送し、さ
らにすべてのイベントにちびまる子ちゃんを帯同。
・目的： CMやテレビの中だけではなく、実際にイ
ベントに帯同することで、より参加者の印象に残り
やすくすること。
・場所：テレビCM・イベント会場
・連携先：日本アニメーション
・効果：日曜日のまる子ちゃん放送の周辺でCM
を放送することで、まる子ちゃんがPR大使をやっ
ているということはかなり周知されている。またイベ
ントに参加した子どもたちも「まる子が来てくれた」
ということで、忘れられない時間になっている。

■まる子のめざせ！深海魚博士
＜課題・背景＞
深海の楽しい面ばかりが注目されるが、海洋ご
み問題は深海にも影響を及ぼしている

・概要：深海WANTEDディレクターによる番組
秘話、ミズウオの解剖、海岸清掃
・目的：深海にも及ぶごみ問題を、貴重な映像と
共に伝える。
・場所：東海大学海洋科学博物館
・連携先：東海大学海洋学部・一般社団法人
海洋連盟
・効果：例年、ミズウオの解剖のみで授業を行っ
ていたがミズウオ自体がマイナーなため、あまり深
刻さが伝わっていなかった。タイトルの効果もあり、
深海魚好きな子供を集めることができ、さらに深
海にビニール袋が流れる映像を見て、実際に出て
きたビニールを見ることで「ミズウオのお腹からごみ
が出てくる」ということの意味をしっかり考えること
ができた。「本当に深海にまでごみが流れていると
思わなかった」と驚いていた。

【出てきたもの】
ビニール破片・タコ・太刀魚の子ども
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